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キーワード 

 計算流体力学、非圧縮性粘性非定常流、高精度・

高効率計算、プラスチック射出成形 

  Computational Fluid Dynamics (CFD), Computational 

accuracy and efficiency, Unsteady incompressible viscous 

flows, Plastic injection molding 
 
研究内容 
［１］金型設計に有用な射出成形 CAE 技術の開発 
・射出成形 CAE 解析の利用を推進するためには、

複雑な成形品形状や冷却管形状等に対する格子
生成の難しさを低減し、さらにそり変形等の予測
精度を向上させることが必要である。ここでは、
最新の計算手法を導入して計算精度を上げると
ともに、三次元非圧縮性粘性流に対する流体の運
動方程式と固体の熱伝導方程式を格子生成が簡
便な単一直交座標系格子上で一括して非定常解
析できる計算コードを開発している。 

・一般に、計算精度を上げようとすると計算量が増
加するが、設計段階では成形条件等を試行錯誤的
に変えながら最適な条件を見出そうとするため、
１ケースあたりの計算時間の短縮化が要求され
る。ここでは、マルチ GPU サーバーを用いた並
列計算により計算時間の短縮を図っている。 

 

 
 

 
 

 
流体運動と固体熱伝導の一括解析の一例 

 

 

 

 

 

複雑形状流路内流れの解析の一例 
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■ 私立大学戦略的研究基盤形成支援事業，大阪東部地域

連携による先進的な金型技術の高度化研究(平成 24-26

年度). 

■ 戦略的基盤技術高度化支援事業，植物由来樹脂製ハニ

カム構造体の超臨界性流体使用による低粘度射出成形

技術の研究開発(平成 21 年度). 

■ ものづくり中小企業製品開発等支援事業，二色成形法

を利用した多機能プラスチック製品の試作開発(平成 21

年度). 

■ 戦略的基盤技術高度化支援事業，生産性に優れた耐熱

性生分解性樹脂使用プラスチック製品の製造方法の開

発(平成 20 年度). 


